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生育阻害要因を考慮して水稲生産のぜい弱性を評価する

西森 基貴食料生産予測チーム

はじめに

地球温暖化の条件下で日本における水稲収量

の将来予測を行うためには、単に登熟期の高温

による生産量の増減を評価するだけでは不十分

であり、農業用水資源の不足や病害虫の分布の

拡大など生育阻害要因についても対象とする必

CO要がある。そこで本研究では、大気中の 2

濃度が現状の約 倍となり、日本付近の地上気2

温が約 ℃上昇するとされる 年代におい2 2060

て、水稲単収、降雪水量およびヒメトビウンカ

の世代交代速度をそれぞれ メッシュ単位10km

で推定し、温暖化によって水稲生産が負の影響

を受ける可能性のある地域、すなわちぜい弱な

地域を検出することを試みた。

各要素に対するぜい弱度

まず気象要素に対するぜい弱度として、西森

・横沢 による温暖化限界値(登熟期の平(2001)

均気温を変数とする回帰推定式により計算され

た最大収量が期待される値)を採用した。この

図1 最大収量となる最適気温と現在気温との差

（西森・横沢，2001)

-99の黒色は稲作が行われていない地域を示す

限界値が正であれば、現在よりも気温が上昇す

ることにより収量が増大するが、負であれば収

量が減少する。すなわちこの値が負である南関

東～東海、北陸、四国北部および九州北西部の

各地域(図 で黄緑～赤の地域)は、現在の気候1

条件においてさえ、最適な気温よりもさらに高

温の条件下で栽培されていることを示してお

り、気象条件に対してぜい弱であるとした。

次に水資源に関するぜい弱度として、井上・

横山( )による温暖化時の降雪水量減少率1998

(現在の降雪水量に対する 年代の降雪水量2060

の減少比率)を使用した。これによると東北～

0.15北陸地域の日本海側では降雪水量減少率が

以上となり 図 、また融雪時期も早まると予( 2)

想されるため、水稲の代かき田植え期に河川水

量が減少し、農業用水が不足する可能性が高ま

、 。るため 水資源に対してぜい弱な地域と考えた

さ ら に 害 虫 に 対 す る ぜ い 弱 度 と し て

による温暖化時のYamamura and Yokozawa(2002)

ヒメトビウンカの世代交代数をとりあげた。

図2 2060年代における降雪水量の減少率

(井上・横山，1988)
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年代の予測気温を使用し、有効積算温度2060

則を用いて世代数を計算した上で、水田への移

植時期を 月 日と仮定し、その時点において6 1

その世代数の境界域(図 で色と色との境界 と3 )

なる地域は、害虫要素に対してぜい弱であると

した。これら境界域では成虫が多数存在するこ

とにより、イネ縞葉枯病の多発危険地帯になる

ためである。そしてその危険地帯は 年代2060

には東北～北陸および南関東になると予想され

る 図 。( 3)

図3 2060年代における6月1日を基準としたヒメト

ビウンカ世代数の予測

(Yamamura and Yokozawa, 2002)

図4 気象、水資源および害虫の3要素からみたぜい

弱度の分布(白:全要素、黄:水資源＋害虫、桃

、 、 、:気象＋水資源 淡青:気象＋害虫 赤:水資源

緑:害虫、濃青:気象、黒：ぜい弱要素なし)

各要素を総合したぜい弱度の算出

上記 要素を併せたぜい弱度の算定に当たっ3

ては、各々3要素の重みは同一とし、ぜい弱な

要素の数( ～ )およびその要素の組み合わせ0 3

。 、を図化した(図 ) これによると温暖化時には4

北陸地方において、気象、水資源、害虫の全要

素の変化が水稲生産に負の影響をおよぼす、す

なわちぜい弱であると推定される。次にぜい弱

な地域は、東北日本海側地域(水資源と害虫要

因の変化にぜい弱)および南関東～東海地域(気

象と害虫要因の変化にぜい弱)と考えられる。

なおここでは品種や土壌の違い、作付体系の変

更などの要因は考慮されていないことには、注

意が必要である。
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